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日本家屋害虫学会

　井上 嘉幸博士 は 1926年 （大正15年）， 井上富蔵氏の 二 男 と し て 東京都八王 子市で ご 出生。1951年 ， 東京

大学農学部林学科 を経 て 同大学 の 大学院へ 進 学 さ れ ま し た 。 1958年 か ら 1978年ま で 三 共株式 会社 に勤務

され，木材 の 防虫 ・防黴等の 研究をさ れ ま し た。1978年 に筑波大学教授 に 就任 さ れ
，

1989年に 同大学 を

定年退 官 さ れ る ま で 木材保存 の ご研究を続行 されま した 。 大学で は熱心 に 教育活動を され る一方，大学

の 運 営に尽力 さ れ ま し た 。 ご退官 で 筑波大学名誉教授 と な ら れ
， 同年に は   北里 環境科学セ ン タ

ー
で研

究を続行 さ れ ま したが，惜 しくも 1994年 12月 22R ，上 咽喉癌の ため東京女子医科大学病 院で 逝去 さ れ ま

し た 。 享年 68歳 。 生前 ， 日本木材学会賞， 日本防菌防黴学会功労賞を受賞され ま した 。

　博士 は 1989 年 に 日本家屋 害虫学会々 長に ご就任 ， 他界 さ れ る ま で 会長 の 任 に あ た られ
， 学会々 則 の 改

正を始 め諸規則の 明文化，家屋 害虫事典の 企 画編纂な ど学会 の 発展 に 多大な資献 を され ま し た 。博士 は

木材保存研究 の 第一人者 と して 優れ た業績を残 され まし た が
， 豊か な学識 と温厚 なお人柄に つ い ては青

山経雄筑波大学名誉教授 も弔辞 の 中で 述 べ て お られ ます 。 博士 の 抜群 の 記億力 と文学的素養 は他界さ れ

る 直前 に 内田老 鶴圃か ら出版 され た井 L嘉幸編著 「炭屋 そ だ ち」 の 中で も発揮さ れ て い ます。
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　 り（66）：8−16．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1987

木材防腐剤の 浸透 性試験方法 に つ い て．防菌防黴　15 ：3−10．（柳，黒 田共著 ｝

〈講座 〉シ ロ ア リ防除薬剤の は な し（2）一防除施工 に お け る安全対策一．し ろ あ り 砌 ：22−33．

〈 講座 〉 シ ロ ア リ防除薬剤の は な し （3）
一

薬剤 の 作用機構 を中心 と して
一．し ろ あ り圃 ：30−39．

〈 講座 〉 シ ロ ア リ防除薬剤の は な し（4）一有機 リ ン 剤お よびカ
ーバ メ イ ト剤 に よる コ リ ン エ ス テ ラ

ー
ゼ の

　阻害
一．し ろ あ り 醐 ：23−35．

〈講座 〉シ ロ ア リ防除薬剤 の は な し （5）
一

建築材料に 及 ぼ す シ ロ ア リ防除薬剤の 影響一． し ろ あ り   ：

　 21−31．

住戸 内の カ ビ対策に 関 す る研究報告書 （昭和 61年度住宅 ・都市整備公団受託研究）．側）住宅部品開発 セ ン

　 タ
ー ：2，4，55−64．

セ ル ロ
ー

ス に 対 す る 吸着性．第 14回日本防菌防黴学会講演要旨 ：73−74．（高橋，黒田共著）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1988

Evaluation　of　Nitrostyrens，　Antioxidants　 and 　Miscellaneous　Organobromocompounds 　to　Prevent　the

　Decay　of 　Wood ．　Rept．　Spec．　Res．　Proj．　Tropical　Agr．　Res．，Tsukuba 　Univ．，（5）：157−166．（lnoue　et

　 al ）

土壌処理剤に 関す る研究 （第 1報）　 ク ロ ル デ ン の 分析方法 と経年変化に つ い て ．家屋 害虫　（35・36）：

　26−41．（佐藤 ， 黒田共著）

文化財 に 発生す る菌類の 発育抑制に 関す る基礎的研究．文化財 の 虫菌害　（16）：18 −33 （岩村，黒 田共著）

〈 講座 〉 シ ロ ア リ防 除薬剤 の は な し（6〕一 コ リ ン エ ス テ ラ ーゼ 活性値 に つ い て一． し ろあ り C7　1）：27−37．

〈講座 〉 シ ロ ア リ防除薬剤の は な し〔7）一環境安全性 ， と くに水 と土と⊥ 壌処理 剤
一．しろあ り  ：44−59，

〈 講座 〉 シ ロ ア リ防除薬剤 の は な し 〔8ト シ ロ ア リ防除薬剤の 開発，認定 お よ び開発
一． し ろ あ り個 ：

　 27−46．

最近 の 防菌防黴剤に 関す る展 望．木材保存　14 ：257−267，

野外 に おけ る木材防虫防腐塗 料の 性能試験 ．第38回 日本木材学会講演要旨 ：232．（山本，深沢共著 ）

有機 ヨ
ー

ド系木材防腐剤の 光安定性．第 38回 日本木材学会講演要旨 ：3Z （内海，黒田共著）

新 シ ロ ア リ防除剤 と工法の 特性．1988年 6 月 27日　 日本工業新聞

炭素系材料 の 抗菌活性 に つ い て ．第15回 H 本防菌防黴学会講演要旨 ：39．（井上他 ）

森 八 郎博士 の 研究業績．家屋 害虫 （35・36）：3−10．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1989

野外 に お け る木材防腐防虫塗料の 性能試験。筑波大演報　（5）：11−47．（山本，深沢共著）

炭素系材料の応用に よる シ ロ ア リ防除 （第 1報）　 木材腐朽に対す る生育阻害．家屋害虫　11：75一ユ00．

　 （市川 ， 黒 田共 著）

出土木材 の 化学組成に 関する研究．文化財 の 虫菌害　（捌 ：26−38．（玉井共著 ）

Synthesis　of 　Diphenyl　Ethers（皿）．　 Mokuzai　Gakkai　 35 ：640−648．（with 　KurQda ）

リグニ ン の 熱分解 ガス ク ロ マ トグラ フ ィ
ー．第 34回リグニ ン化学討論会講演要旨 ：77−80 （井上他）

土壌処理剤 に 関す る研究 （第 2 報）　 薬剤 の 半減期と移行性．家屋害虫　11 ：17 −26．（佐藤 ， 黒田共著）

研 究者養成 の 現状 と課題．筑波 フ ォ
ー

ラ ム ：97−100．

第 四 ア ン モ ニ ウ ム 塩系薬剤 の 木材防腐効力　第16回日本防菌防黴学会講演要旨 ：29．（井上 他共著 ）

シ ロ ア リ防除剤 ク ロ ル デ ン の 代替品 ．化学技術誌 MOL 　27 ：28−34．

　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 1990

Analysis　of 　Lignin　by　Pyrolysis．　J．　Anal．＆ Appl ，　Pyrolysis　18 ：59 −69．（with 　Kuroda ）

Studies　on 　Wood 　Preservstives（6）．　 Bull．　FQrest　exp ．　Tsukuba 　Univ．，（6）：45−53．（Inoue　et　al ）

木材保護に お け る一無 ・、沙 ・三 多．先端技術 の 窓一出版 ベ ン チ ャ
ー　 7（1）：9．

野外に お け る木材防腐効力試験に つ い て ．第17回 日本防菌防黴学会大会講演要旨 ：101．

防菌防虫工学45年．筑波大学農林工 学系報告　（3）：4−23．

小 さな怪獣 シ ロ ア リ．筑波大学農林工学系報告　（3＞：37−50．

炭素系材料の 応用 に よ る シ ロ ア リ防除 （第 2 報）　 木材腐朽 に 対す る炭素系材料の 作用 機構．家屋害虫

　12 ：73−106．（市川 共著）

木材腐朽菌に対する テ ル ペ ン 系化合物の 抗菌性．文化財 の 虫菌害　  ：12 −15．（加藤共著 ）

防腐防蟻 の 考え 方 第33回日本 し ろ あ り対策 協会全国大会 シ ン ポ ジウ ム 要旨 ：1−13．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1991

Composition　of 　Urshiol 　and 　Cardanol　from　Japanese　Lacqurer　Tree　and 　Related　Origins．

　IRG ／WP ／3667 ：1−15．

Measurement 　 of 　 Electrokinetic　 Potential　 to　 Evalute　 AdsQrption　 of Ωuatenary 　 Arnmonium 　 Salts．

　 IRG ／WP ／3667 ：1−12．（Inoue　et　al ）

最近 の 防菌 防 カ ビ剤 ．木 材保存　 17 ：54−58．

防腐防蟻 の 考 え方．し ろあ り   ：20−23．

家屋 害虫防除剤（1）．家屋害虫　 13 ：97−107．

防菌防蟻処理 した鳥居の 耐久性．文化財の 虫菌害　  ：5−ll．

木造住宅の 防蟻防腐処理．ハ ウ ジ ン グ トリ ビ ュ
ー

ン　（31〕：54−59．

殺虫剤 の 連合作用 に関す る研究 〔1）．家屋 害虫　13 ：12−21．

木材用防腐防蟻剤の 配合お よび効力に 関す る考え 方．文化財の 虫菌害　¢Z）13−23．

IRG に 参加 して ． し ろあ り 圃 ：18−21．

防菌防カ ビ剤．化学工業 日報　1991年 3 月 1 日．

木 材用防 菌防黴剤 の 配合 に 対す る考え 方 と製剤 に つ い て ．第19回防菌防黴剤研 究部会講 演要 旨 ：1−10．

木材防腐効力試験 に お け る腐朽 の 促進．第18回 日本防菌 防黴学会講演要 旨 ：145．（鈴木共著）

木 と緑 を守る．大島新聞 　199ユ年 9 月 14日．
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　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 1992

木 と み ど りを守る ．き よ ら じ ま　（4）：122 −135．

防菌 ・防 カ ビ剤の技術開発動向．化学工業 日報　 1992年 3 月 3 日．

Studies　on 　the　Chemical　Component　Unearthed　Wood ．2nd　Int，　CQnf．　on 　Biodet　of　Cultural　Property
，

　 Abstract：59，

低毒性防黴剤 の 製剤化．第 19回日本防菌防黴学会 講演要旨 ：184−185．

土壌の 構成分布および透水性の測定法。 しろあ り   ：13−17．

木材防腐効力を考え る 際の 基礎理 論．第22回日本防菌防黴剤研究部会講演要旨 ：15−22。

木材の微生物劣化．マ テ リア ル ライフ　4（2）：63−70．

木材防腐防虫剤の 毒性に 関す る研究 （第 1報）一目お よび皮膚 に対す る刺激性
一．家屋害虫　 14 ：69−74．

第五 福竜丸 の 腐朽調査．文化財 の 虫菌害　  ：13−17．

家屋 害虫防除剤 （2）．家屋 害虫　 14 ：42 −59．

防蟻防腐の 現状 と技術開発 ハ ウ ジ ン グ トリビ ュ
ーン　圏 ：33−36．

最近 の しろあ り防除薬剤．  日本 しろあ り対策協会研 修テ キ ス ト ：1−15．

防蟻防腐施 工 に お ける臭気に つ い て ．しろあ り 鯛 ：11−15．

第 4 ア ン モ ニ ウ ム塩の 吸着性 と木材防腐効力．第 19回 日本防菌防黴学会講演要旨 ：176．（井上他共著）

カ ビ発育木材に よ る コ ン ク リ
ー トの 硬化不良，文化財の 虫菌害　  ：42 −49．

シ ロ ア リ防除薬剤．日刊工業新聞　1992年 4 月20 日．

シロ ア リと人間．家屋害虫だ よ り　（1）：1−2，

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 1993

第四 ア ン モ ニ ウ ム 塩 の 木材に 対す る吸着性．防菌防黴　21 ：ll−16．（高橋 ， 黒田 ， 山口共著 ）

元会長芝本武夫先生の ご逝去を悼む ．し ろ あ り 團 ：44−95．

製造物責任法 に つ い て ．  日本 しろあ り対策協会 ：1−15．

製造物責任制度に つ い て 、し ろ あ り（92）：26−29．

シ ロ ア リ防除剤 と環境． しろあ り（94）：3−15．

木材防腐防虫剤の 毒性に 関する研究 （第 2 報）
一

防腐防虫処理 木材 の 安全性
一．家屋 害虫　15：89−93．

木材防腐防虫剤 の 毒性 に 関す る研究 （第 3 報）
一急性経口 お よび経皮毒性試験一．家屋害虫 　15 ：89−93．

第四 ア ン モ ニ ウ ム 塩 の 木材腐朽菌 に対す る生育抑制お よび腐朽防止効力．防菌防黴　21 ：195−200．（高橋 ，

　黒田 ， 山 口共著 ）

有機 ヨ ウ素系防黴剤に 関す る研究 （2） 防菌防黴　21：391−396．（井上他共著）

しろあ り防除薬剤 の 有用 性 の 解析 を進 めよ う．家屋 害虫だ よ り　（3）：6−8．

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 1994

木材保存薬剤 と環境．木材学会　40 ：397 −904 ．

殺蟻効力試験法に 関す る研究．家屋害虫　 16 ：7−12．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 著

木材保護化学　535pp　 内田老 鶴圃新社 （1969）

木材の 劣化 と防止法 419pp　森北出版 （1972）

建材年鑑
一

わが 国建材工 業の 全貌
一

〔共著）　275pp ．

書

（？D 日本建設 材料協会 （1972）
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建材年鑑
一

激動 の 建材 ・設備機器産業 の 実態と展望一
（共著）．407pp． （幽日本建設材料協会 （1974）

建材年鑑
一

建材産業 に 見 る不況期 の 実相 と展開 の 兆 し一（共著）．439pp ，   日本建設材料協会 （1975）
Synthetic　Pyrethroid（共著）．450pp．　 American 　Chemica1　Society（1977）

食品工 業に お ける洗滌 ・殺菌技術の 実際 と品質管理 （共著 ）．459pp， 日本衛生技術研究会 （1978）

木材工 学辞典 （共著 ）．975pp． 工業出版 （ユ982）

塗料添 加剤の 製法 ・処方 ・開発 供 著）．  シ
ー

エ ム シ
ー

（1983）

Pesticide　Che皿 istry　Vol．1 （共著）。383pp．　 Pergamon 　Press （1983）

家屋害虫 （共著）．355pp，井上 書院 （ユ984 ）

水と土 と緑の は な し （編著）．218pp ．技報堂 （1985）

木材保存 の 参み と展望 （共著）．297pp．   日本木材保存協会 （1985）

防菌防黴 ハ ン F“．ブ ッ ク （共著）．1263pp ．技報堂 （1986）

防菌防黴剤事典 （編著）．367pp． 日本防菌防黴学会 （1986 ）

塗料添加剤の 製法 ・処方 ・開発 （共著）．271pp、   シ
ー

エ ム シ
ー

（1986）

文化財 の 虫菌害と保存対策 （共著 ）．388pp ，勵文化財虫菌害研究所 （1987）

木造建築物 の 腐朽判断と補修方法 （共著 〉．105pp ．（丗 凵本 し ろ あ り対策協会 （1988）

家屋害虫 （2｝（共著）．461pp． 井 L書院 （1988）

フ ァ イ ン ケ ミ カ ル レ ビ ュ
ー　

’
89 （共著 ）．245pp．   シ

ーエ ム シー （1988）

H 本 しろあ り対策協会創立 30年誌 （共著）．179pp 、   日本 しろ あ り対 策協会 （1988）

防菌防黴の 技術 と市場 （編 ・監 ）．247pp、   シ ーエ ム シ ー （1989）

抗菌防臭 （共著 ）．351pp ．繊維社 （1989）

長持 ちす る木の は な し．ユ63pp．   イセ ブ （1990）

文化財虫菌害防除概説 （共著）．190pp．   文化財虫菌害研究所 （1991）

防菌防黴剤と快適環境 （編著）．  シ
ー

エ ム シ ー （1992）

しろあ りお よび腐朽 防除施工 の 基礎知識 （共著 ）．  日本 し ろあ り対策協会 （1991年度版 〜1994年度版 ）

炭屋 そ だ ち一
回想の 井上隆吉一 （編著 ）．262＋ 15pp． 内田老鶴圃 （1994）

家屋害虫事典 （編著）．468pp 、 井 上書院 （1995）

（付記）

井上嘉幸博 士 の 逝 去後 ，日本家 屋害 虫学会 で
，

こ の 研究業績 目録 を作成 した。論 文登載誌 が多岐に わ

た り凵録か ら欠落 して い る 論文が予想 され る 。 目録の 作成 に 当 っ て 三共株式会社の 加藤寛也氏 ， 筑波

大学の 黒 田健
一

教授 ，   北里環境科学セ ン タ
ー

の 皆様の ご協 力を頂い た 。 記 して 感謝 した い 。
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